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　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

単著､
共著
の別

① 小地域統計に見
る奈良市の「都
市」と「農村」
　―「地図で見
る統計(統計
GIS)」試行サー
ビスを利用して
―

単著

・奈良大学研究助成「平成17年国勢調査小地域統計データからみた関西学研都市地域の近年
の変容」研究代表者
・科学研究費補助金基盤研究(B)「地理的考え方とGIS技能をベースにした地域力育成のため
の地理教育に関する研究」（研究代表者：碓井照子）研究分担者

　授業時間外の教育活動として、ゼミにおいて下記のような巡検を実施した。
・２年次日帰り巡検（平成18年4月22日）
　「防災調査（阪神・淡路大震災被災地域の復興状況）」
・３年次宿泊巡検（平成19年10月16日～20日）
　「那覇市の都市開発と琉球の世界遺産」

・近畿都市学会理事、事務局長(平成19年7月7日、学会創立50周年記念大会を奈良大学にて開
催）
・地理情報システム学会理事
・人文地理学会編集委員（平成19年10月まで）
・『GIS Day in 関西 2007』講師（平成19年8月3日、奈良大学）
　　演題「GISで見る人口減少社会と少子高齢化」

平成19年度役職…全学人事委員、文学部人事委員、文学部入試委員、ＦＤ委員、
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最終学歴

ベッドタウンから山間地まで多
様な性格を持つ奈良市の様相
を、新しい統計GISサービスによ
る町丁目別人口データを用いて
GIS分析した。9～13頁。

　日本地理学会、人文地理学会、日本人口学会、地理情報システム学会、
　近畿都市学会、日本都市学会、奈良地理学会

　GISを利用した人口統計などの分析

　京都大学大学院文学研究科地理学専攻修士課程修了
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